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一般国道9号

京都西立体交差

【再評価】
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事業の概要

■一般国道９号の交通混雑の緩和
■交差点の交通安全の確保

事業の目的

事業の概要・進捗状況

区 間
(起)京都府京都市右京区西院月双町

(終)京都府京都市西京区御陵塚ノ越町

道路延長 3.8ｋｍ

構造規格 第４種１級

設計速度 60km/h

車 線 数 ４車線

標準幅員 22.0～29.4m

計画交通量 37,000台／ 日

全体事業費 321億円

事 業 化 平成11年度

都市計画決定 平成11年8月

用地着手 平成15年度

工事着手 平成14年度

事業進捗率 約76%(平成26年3月末現在)

用地取得率
約43%

(面積ベース、平成26年3月末現在)
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再評価の視点
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一般国道9号 京都西立体交差

現在の状況 備考

事業の必要性に関する視点

１）事業を巡る社会経済情勢等の変化
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

■依然として混雑しており、
　渋滞が発生。
■死傷事故率は依然高い状況。

２）事業の整備効果
前回再評価時点（H23年
10月）から大きな変化なし

３）事業の投資効果
社会経済情勢等に大きな変
化がないため算出を省略

前回
全体　  Ｂ／Ｃ　１．１
残事業 Ｂ／Ｃ  ４．３

４）地域における計画等
前回再評価時点（H23年
10月）から変化なし

事業の進捗の見込みの視点
進捗率（事業費）　　７６％
用地取得率（面積） ４３％

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点
新技術、新工法の採用など
引き続き検討

再評価の視点



関係自治体の意見

平成26年9月25日 建建企第26号

近畿地方整備局事業評価監視委員会に諮る対応方針（原案）の

作成に係る意見照会について（回答）

■京都市長
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一般国道9号 京都西立体交差

・一般国道９号京都西立体交差の事業区間のうち、千代原口地区は平成２５年２月に千代原
口交差点立体交差が開通し、千代原口交差点の慢性的な交通混雑が緩和されるとともに、
周辺道路から一般国道９号への交通転換が見られるなど、事業効果が発現されています。

・引き続き、残る葛野地区の交差点の立体交差化を進めることで、葛野地区の交通混雑の
緩和と周辺地域の交通安全の確保が期待できることから、対応方針（案）の「事業継続」は
妥当であると考えます。

・事業実施にあたっては、周辺地域の安全にも十分に配慮し、できる限り早い時期の完成を
目指すとともに、一層のコスト縮減に努めるようお願いします。



対応方針（原案）
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事 業 継 続

一般国道9号 京都西立体交差

京都西立体交差は、事業の必要性等に関する視点に
変更はなく、事業の進捗の見込みの視点から継続が
妥当と判断できる。
引き続き事業を推進し、早期の開通を目指すこと

が適切である。
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